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栂
海
新
道
は
、
日
本
海
・
親
不

知
か
ら
白
鳥
山（
一
、
二
八
七
ｍ
）、

犬
ヶ
岳（
一
、
五
九
三
ｍ
）を
経
て

朝
日
岳（
二
、
四
一
八
ｍ
）を
結

ぶ
北
ア
ル
プ
ス
最
北
部
の
縦
走

登
山
道
で
あ
り
、
地
元
青
海
の

「
さ
わ
が
に
山
岳
会
」が
十
年
の

歳
月
を
か
け
て
、
二
十
七
㎞
も

の
ル
ー
ト
を
開
通
さ
せ
ま
し
た
。

標
高
差
約
三
、〇
〇
〇
ｍ
の
登
山

道
は
、
地
質
、
地
形
、
植
生
に

多
様
な
変
化
が
あ
り
、
特
に
高

山
植
物
の
種
類
は
北
ア
ル
プ
ス

随
一
を
誇
り
ま
す
。白
鳥
山
、犬
ヶ

岳
に
は
避
難
小
屋
が
あ
り
、
所

要
時
間
は
上
り
が
約
十
八
時
間
、

下
り
が
約
十
五
時
間
と
二
泊
三

日
の
上
級
者
向
け
登
山
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
起
点
付
近
の
親
不
知

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ロ
ー
ド
に
は
、「
親

不
知
が
日
本
ア
ル
プ
ス
の
起
点

で
あ
る
」と
し
て
こ
の
地
を
訪
れ

た
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
で
登
山

家
で
も
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ

ス
ト
ン
の
全
身
像
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
五
月
下
旬
に
は
、

白
鳥
山
山
開
き
を
兼
ね
、
彼
の

功
績
を
称
え
る「
海
の
ウ
ェ
ス
ト

ン
祭
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「栂海新道～日本海とアルプスをつなぐ登山道～」第　　　　号
シリーズ

平成30年7月31日
76 つが み しん どう

白鳥山から犬ヶ岳を望む



ご
あ
い
さ
つ

鈴
木
秀
城

会
長

六
月
五
日
、
通
常
総
会
後
に
ヒ
ス
イ

王
国
館
に
お
い
て
、
株
式
会
社
里
味
代

表
取
締
役
社
長
高
頭
八
郎
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
、「
忠
恕（
ち
ゅ
う
じ
ょ
）

と
挑
戦
」と
題
し
た
一
般
公
開
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

高
頭
氏
か
ら
様
々
な
試
練
を
乗
り
越

え
た
人
生
哲
学
の
視
点
か
ら
時
代
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
た
経
営
や
食
材
と

お
客
様
そ
し
て
従
業
員
を
大
切
に
し
、

挑
戦
す
る
姿
勢
と
社
風
を
情
熱
的
に
話

さ
れ
、
一
般
参
加
者
を
含
め
て
約
百
名

の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。 一

般
公
開

   

講
演
会
開
催

暑
い
夏

会
報
の
締
め
切
り
も
間
近
に

迫
っ
て
き
た
が
、
連
日
暑
い
夏

が
続
い
て
バ
テ
て
き
て
い
る
。
こ

う
い
う
時
は
、
温
泉
に
で
も
入
っ

て
、
ド
サ
ッ
と
汗
を
か
い
て
す
っ

き
り
し
た
い
。
権
現
荘
で
ひ
と

風
呂
浴
び
て
、
今
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
。

日
本
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は

概
成
し
て
い
な
い

先
日
、
高
校
の
ク
ラ
ブ
の
設

立
七
十
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
で
東

京
に
行
っ
た
。
皆
、
景
気
の
良

い
話
を
し
て
い
た
。
自
分
の
仕

事
に
照
ら
し
て
周
り
を
見
れ

ば
、
確
か
に
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
が

林
立
し
、
駅
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
改
修
が
進
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
街
に
外
国
人
が
あ
ふ

れ
て
い
る
。「
新
潟
は
ど
う
か
」

と
聞
か
れ
た
が
、答
え
に
詰
ま
っ

た
。

昔
、
税
金
は
、
都
市
部
か

ら
地
方
へ
の
再
配
分
の
役
割
が

あ
る
。
と
習
っ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
る
。
し
か
し
今
は
、
投

資
対
効
果
と
い
う
指
標
に
よ

り
、
ど
う
し
て
も
人
口
集
中
部

に
偏
り
、
地
域
差
が
益
々
大
き

く
な
る
。
今
年
五
月
に
出
さ
れ

た
財
政
制
度
等
審
議
会
で
は
、

「
日
本
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
概
成

し
つつ
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
た
。

し
か
し
、
求
め
ら
れ
る
イ
ン
フ

ラ
は
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い

く
、
概
成
は
し
て
い
な
い
。
何

よ
り
、
今
夏
の
西
日
本
の
水
害

等
、
安
全
・
安
心
な
社
会
に

な
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
や

る
べ
き
こ
と
は
多
い
。
改
め
て
、

国
民
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、

税
金
の
効
果
的
な
使
い
方
を
考

え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

恕
糸
魚
川
法
人
会
で
は
、
今

年
度
の
総
会
で「
忠
恕
と
挑
戦
」

と
題
し
て
、
く
い
ど
こ
ろ
里
味

の
社
長
、
高
頭
八
郎
氏
の
講
演

を
聞
い
た
。「
恕
」と
い
う
言
葉
、

何
と
な
く
形
が
「
怒
」
に
似
て

お
り
、
意
味
も
同
じ
と
思
い
き

や
、
全
く
逆
。
誠
実
、
他
人

の
立
場
や
信
条
を
察
す
る
こ

と
、
思
い
や
り
。
と
辞
書
に
書

い
て
あ
っ
た
。
だ
か
ら
忠
恕
と

は
真
心
と
思
い
や
り
。

コ
ペ
ル
少
年

春
先
、
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
「
漫
画
　
君
た
ち

は
ど
う
生
き
る
か
」を
読
ん
だ
。

そ
う
し
た
ら
、
今
年
の
上
半
期

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
一
位
だ
と
発

表
さ
れ
た
。
そ
の
元
と
な
っ
た

吉
野
源
三
郎
の
「
君
た
ち
は
ど

う
生
き
る
か
」
も
四
位
に
入
っ

た
。
話
は
、コペ
ル
少
年
が
「
立

派
な
人
間
」
を
目
指
し
、
悩

み
苦
悩
し
な
が
ら
友
情
の
中
で

成
長
し
て
い
く
話
だ
。
本
の
中

で「
自
分
自
身
の
過
ち
を
認
め
、

そ
れ
に
苦
し
む
こ
と
の
で
き
る

の
は
人
間
だ
け
で
あ
る
。
人
間

は
自
分
自
身
で
自
身
の
行
動
を

決
定
す
る
力
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ

え
過
ち
を
犯
す
が
、
だ
か
ら
こ

そ
過
ち
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が

で
き
る
…
」
と
あ
る
。
人
は
許

す
こ
と
で
成
長
す
る
。
つ
ま
り

「
恕
」
と
な
る
。

自
分
の
腹
に
出
た

き
っ
先
で
相
手
を
突
く

社
会
に
は
、
評
論
や
議
論
を

職
業
と
す
る
人
が
い
る
。
日
経

新
聞
の
人
物
紹
介
で
山
折
哲
雄

氏
（
仏
教
哲
学
者
）
が
、「
思

想
の
科
学
」
の
鶴
見
俊
輔
氏
の

言
葉
と
し
て
「
相
手
を
批
判

す
る
時
に
は
、
ま
ず
お
の
れ
の

背
中
に
太
刀
を
突
き
刺
し
、

腹
に
出
た
き
っ
先
で
相
手
を
突

く
」
を
紹
介
し
て
い
た
。

税
の
使
い
途
や
政
治
・
行
政

な
ど
に
は
、
批
判
や
議
論
が
集

ま
る
。
マ
ス
コ
ミ
や
議
員
も
批

評
や
批
判
す
る
こ
と
が
仕
事
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
大
き
な

力
と
な
り
、
社
会
の
健
全
な
バ

ラ
ン
ス
の一
助
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
報
道
や
議

会
に
は
、
自
ら
の
腹
か
ら
出
た

太
刀
で
突
く
覚
悟
と
真
摯
さ
、

そ
れ
と
「
怒
」
で
な
く
「
恕
」

が
大
切
だ
と
思
う
。
会
社
の
管

理
も
然
り
、
自
分
自
身
も
自

戒
し
て
行
動
し
た
い
。

湯
上
り
の
ビ
ー
ル
が
効
い
て

き
た
よ
う
だ
。

講師 高頭　八郎氏
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

糸
魚
川
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま

し
た
野
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

出
身
は
長
岡
市
で
、
新
潟
県

に
は
こ
れ
ま
で
通
算
し
て
十
一

年
勤
務
し
て
お
り
ま
す
が
、
糸

魚
川
税
務
署
で
の
勤
務
は
初
め

て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
任
の
宮
澤
同
様
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
糸
魚
川
法
人

会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
、
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

糸
魚
川
法
人
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
全
な
納
税
者
の
団

体
と
し
て
、
正
し
い
税
知
識
普

及
の
た
め
、
ま
た
、
企
業
経
営

や
社
会
の
健
全
な
発
展
に
資
す

る
た
め
の
各
種
研
修
会
・
講
演
会

を
開
催
し
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、

「
糸
魚
川
翡
翠
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア

ク
セ
サ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
画
コ
ン

テ
ス
ト
」を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
社
会
か
ら
高
い
評
価
と
厚

い
信
頼
を
得
て
お
ら
れ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
会
に
よ
る「
租

税
教
室
」へ
の
講
師
派
遣
、
女
性

部
会
に
よ
る「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
」の
募
集
や
優
秀
作
品
に
対

す
る
表
彰
な
ど
、
租
税
教
育
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
活
動
は
、
鈴
木

会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
さ

ま
の
卓
越
し
た
指
導
力
と
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
り
、
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の

と
お
り
、
来
年
十
月
に
は
消
費

税
率
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
、
軽
減
税

率
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
改
正

さ
れ
た
消
費
税
の
仕
組
み
を
十

分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
自
ら

適
正
な
申
告
と
納
付
を
行
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
制
度
の
円

滑
な
実
施
に
向
け
た
周
知
・
広

報
、
相
談
対
応
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

糸
魚
川
法
人
会
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
説
明
会
の

開
催
や
各
種
広
報
な
ど
様
々
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
導
入
ま
で
の
間

に
は
更
な
る
周
知
・
広
報
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
さ
ま
へ
の
よ
り
一
層
の

制
度
周
知
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
国
税
組
織
に
お
き
ま

し
て
は
、
事
務
の
一
層
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
内
部
事
務
の
集
中
化
」を
進
め

て
お
り
、
一
昨
年
か
ら
糸
魚
川

税
務
署
の
内
部
事
務
を
高
田
税

務
署
に
お
い
て
集
中
的
に
処
理

す
る
試
行
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
本
年
七
月
以
降
、
正

式
に
実
施
と
な
り
、
併
せ
て
事

務
処
理
体
制
が
一
部
変
更
さ
れ
、

当
署
に
は
資
産
税
担
当
と
徴
収

担
当
が
配
置
さ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。

新
た
な
体
制
の
中
に
あ
っ
て

も
、
引
き
続
き
税
務
行
政
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
糸
魚

川
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
並
び
に
会

員
企
業
の
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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洋

糸
魚
川
税
務
署
長

平成30年7月10日
糸魚川税務署幹部職員等の定期人事異動

①新幹部職員等
職　　名 氏　　名 前任地等

署 長

調 査 部 門
統括国税調査官

総　務　課　長

法人会担当職員

野上　　洋

石塚　洋一

大塚　基義

伊藤　徳道 留任

留任

春日部税務署　副署長

関東信越国税局　課税第一部
資料調査第一課　主査

②転出者等
職　　名 氏　　名 転出先等

署 長

調 査 部 門
統括国税調査官

管理運営・徴収部門
統括国税徴収官

宮澤　正子

戸加里　順

大島　　稔

関東信越国税局　総務部
厚生課　課長
信濃中野税務署
管理運営・徴収部門　統括国税徴収官
本庄税務署
個人課税部門　統括国税調査官
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永年表彰

㈱三元化工機工業所
佐藤　元春 様

【
全
法
連
会
長
表
彰
状
】

六
月
五
日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お
い
て
、
平
成
三
十
年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

糸
魚
川
税
務
署
長
宮
澤
正
子
様
、
糸
魚
川
市
副
市
長

織
田
義
夫
様
、
新
潟
県
糸
魚
川
地
域
振
興
局
長
浦
部
清

和
様
を
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
ご

臨
席
を
賜
り
、
平
成
二

十
九
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
及
び

平
成
三
十
年
度
事
業

計
画
、
収
支
予
算
に
つ

い
て
、
報
告
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で

原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
開
催

      （単位：円）平成29年4月1日から平成30年3月31日まで
平成29年度 正味財産増減計算書

      （単位：円）平成30年4月1日から平成31年3月31日まで
平成30年度 収支予算書（損益計算ベース ）

Ⅰ．一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部                

　⑴経常収益

　　基本財産運用益

　　受取会費

　　事業収益  

　　受取補助金

　　受取寄付金　 

　　雑収益

　　経常収益計（A）

　⑵経常費用

　　事業費

　　管理費

　　経常費用計(B)

　　当期経常増減額(A-B)

　2．経常外増減の部

　　経常外収益計

　　経常外費用計

　　当期経常外増減額

　　税引前当期一般正味財産増減額

　法人税、法人県民税、法人市民税

　　 当期一般正味財産増減額

　　 一般正味財産期首残高

　　 一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部
　受取補助金等

　　 受取全法連助成金

　一般正味財産への振替額

　　 一般正味財産への振替額

　　当期指定正味財産増減額

　　指定正味財産期首残高

　　指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

科          目 当年度 前年度 増　　減

                 

                 

410

5,636,000

1,870,500

5,553,800

0

206,743

13,267,453

10,981,472

2,066,137

13,047,609

219,844

0

0

0

219,844

0

219,844

8,383,982

8,603,826

4,280,800

4,280,800

△ 4,280,800

△ 4,280,800

0

0

0

8,603,826

       

        

1,672

5,695,000

2,016,500

5,587,700

1,399,784

199,405

14,900,061

11,160,679

3,857,978

15,018,657

△ 118,596

0

0

0

△ 118,596

0

△ 118,596

8,502,578

8,383,982

4,367,700

4,367,700

△ 4,367,700

△ 4,367,700

0

0

0

8,383,982

△ 1,262

△ 59,000

△ 146,000

△ 33,900

△ 1,399,784

7,338

△ 1,632,608

△ 179,207

△ 1,791,841

△ 1,971,048

338,440

0

0

0

338,440

0

338,440

△ 118,596

219,844

△ 86,900

△ 86,900

86,900

86,900

0

0

0

219,844

科          目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ．一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部                

　⑴経常収益

　　基本財産運用益

　　受取会費

　　事業収益  

　　受取補助金等

　　雑収益

　　経常収益計（A）

　⑵経常費用

　　事業費

　　管理費

　　経常費用計(B)

　　当期経常増減額(A-B)

　2．経常外増減の部

　　経常外収益計

　　経常外費用計

　　当期経常外増減額

　　税引前当期一般正味財産増減額

　法人税、法人県民税、法人市民税

　　 当期一般正味財産増減額

　　 一般正味財産期首残高

　　 一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部
　受取補助金等

　　 受取全法連助成金

　一般正味財産への振替額

　　 一般正味財産への振替額

　　当期指定正味財産増減額

　　指定正味財産期首残高

　　指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

1,000

5,604,000

2,052,000

5,549,500

180,500

13,387,000

11,392,510

1,873,590

13,266,100

120,900

0

0

0

120,900

0

120,900

8,603,826

8,724,726

4,329,500

4,329,500

△ 4,329,500

△ 4,329,500

0

0

0

8,724,726

2,000

5,664,000

2,058,000

5,450,800

181,000

13,355,800

11,305,406

1,821,244

13,126,650

229,150

0

0

0

229,150

0

229,150

8,374,676

8,603,826

4,280,800

4,280,800

△ 4,280,800

△ 4,280,800

0

0

0

8,603,826

△ 1,000

△ 60,000

△ 6,000

98,700

△ 500

31,200

87,104

52,346

139,450

△ 108,250

0

0

0

△ 108,250

0

△ 108,250

229,150

120,900

48,700

48,700

△ 48,700

△ 48,700

0

0

0

120,900
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弊
社
は
昭
和
五
十
八
年
、
地

域
で
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
ベ
ニ

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
加
工
後
の
カ
ニ

ガ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し

て
創
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

あ
る
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い

て「
カ
ニ
ガ
ラ
」の
成
分
が
新
し

い
天
然
資
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
い
う
講
師
と
の
出
会
い
か

ら
、
当
時
、
海
洋
高
校
の
先
生

や
、
専
門
家
か
ら
の
指
導
を
受

け
て
特
に「
キ
チ
ン
キ
ト
サ
ン
」

な
ど
の
原
料
生
産
を
開
始
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
キ
チ
ン
キ
ト
サ
ン

の
活
用
は
未
だ
研
究
テ
ー
マ
の

段
階
で
商
品
と
し
て
の
需
要
は

予
測
で
き
ず
、
先
行
し
て
、
乾

燥
施
設
や
粉
砕
設
備
、
殺
菌
施

設
は
整
備
し
た
も
の
の
収
益
の

確
保
に
は
難
航
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
が
て
カ
ニ
ガ
ラ

の
微
粉
末
を
食
品
添
加
剤
と
し

て
、
水
産
練
り
製
品
に
活
用
で

き
る
と
い
う
研
究
成
果
が
知
ら

さ
れ
、
現
在
食
品
添
加
剤
と
し

て
年
間
約
二
〇
ト
ン
が
生
産
さ

れ
そ
の
多
く
が
大
手
商
社
に
よ

り
海
外
へ
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。又
関
連
し
て「
錦

鯉
」の
繁
殖
用
に「
ミ
ジ
ン
コ
」

増
殖
材
と
し
て
国
内
で
年
間
約

二
〇
ト
ン
の
出
荷
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
そ
の
ほ
か
サ

ケ
の
燻
製
や
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
の
味
噌
汁
、
業
務
用
ギ
フ
ト

商
品
な
ど
の
商
品
開
発
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

新
商
品
の
開
発
に
は
十
分
な

調
査
が
必
要
で
あ
る
事
を
肌
身

を
通
じ
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

清
水 

岩
夫

拓
洋
水
産
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

●代表者：小野垣　研一
●住所：糸魚川市今村新田666
●TEL：025-562-3224

株式会社 おのがき保険事務所

●代表者：橋立　茂樹
●住所：糸魚川市桂604-1
●TEL：025-566-2978

株式会社 はしだて

●代表者：渡邉　重雄
●住所：糸魚川市大沢313-1
●TEL：025-566-5333

社会福祉法人 能生名立福祉会

●代表者：小島　一浩
●住所：糸魚川市大町2-3-8
●TEL：025-552-3911

株式会社 第四銀行 糸魚川支店

●代表者：東野　恭行
●住所：糸魚川市新鉄2-11-8
●TEL：025-552-6534

有限会社 ひがしの

●代表者：伊井　浩太
●住所：糸魚川市南押上2-1-19
●TEL：025-556-6715

株式会社 傳兵

応募要項・応募用紙等は糸魚川商工会議所のホームページをご覧ください。
http://www.itoigawa-cci.or.jp

ジュエリー・アクセサリー
デザイン画コンテスト作品募集

グランプリ
準グランプリ
糸魚川ヒスイ商組合賞
審査員特別賞

賞・副賞　太古の昔から神が宿る地として知られる
糸魚川。翡翠は神聖な道具として、権威
の象徴として重宝されてきました。そのよう
な糸魚川翡翠も昭和初期に再発見される
まで1500年もの間忘れられていました。
　本年度は古代から伝わる命を蘇生する
力を感じさせる糸魚川ならではの独創性豊
かなデザインを募集いたします。翡翠は国
石にも選定され、日本の代表的な石として
も伝えられています。

　一昨年12月に発生した糸魚川市駅北
大火からの復興を進めている糸魚川、翡
翠のように固い絆で輝き、躍動する街の象
徴となるような求めやすい価格で製品化で
きる作品を募集いたします。複雑なデザイ
ンではなく斬新な作品をお待ちしています。

副賞１０万円

副賞３万円

ヒスイ製品

副賞１万円

※製品化させていただく場合は、デザイン使用料として、
完成品１個を贈呈いたします。

翡翠は天然石のため同一のものはありませんが、写真のような形に加工ができ
ます。例示した大きさ、色合いの石の場合、8,000円程度となります。翡翠を
メインとし、他の素材との組み合わせにより20,000円以内で製品化可能なデ
ザインを期待します。（ホームページも参照してください。）

よみがえる力

躍動

自由デザイン部門 テーマ

製品化デザイン部門 テーマ

※このほか、中学生・高校生からの応募の中で優れた作品には、法人会会長賞が贈られます。

第   　  回
いと　い　がわ

糸魚川翡翠12
ひ　すい

1名

1名

製品化デザイン賞

糸魚川ヒスイ商組合賞

賞・副賞

副賞３万円

ヒスイ製品

1名

1名

1名

1名
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社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
会
員
の
各
家
庭
な
ど

に
お
い
て
不
要
と
な
っ
た
タ

オ
ル
等
を
提
供
い
た
だ
き
、

二
月
二
十
二
日
に
市
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
四

箇
所
の
施
設
へ
合
わ
せ
て
タ

オ
ル
六
百
六
十
九
枚
の
ほ
か

石
鹸
な
ど
を
寄
贈
し
、
各
施

設
で
有
効
に
活
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
へ
タ
オ
ル
等
寄
贈

〝
い
ざ
〞
の
時
に
備
え

救
命
講
習
会
開
催

七
月
十
八
日
に
、
糸
魚
川
市
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
救
急
救
命
講
習
会
を
開

催
し
、
二
十
六
名
が
受
講
し
、
終
了
証
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
糸
魚
川
市

消
防
本
部
の
職
員
か
ら
A
E
D
の
操
作
方

法
や
心
肺
蘇
生
の
手
順
、
出
血
時
の
応
急

手
当
な
ど〝
い
ざ
〞と
い
う
時
に
命
を
救
う

活
動
に
役
立
つ
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

税
務
研
修
会
の
開
催

三
月
二
十
日
及
び
七
月
五
日
に
、
ヒ
ス
イ

王
国
館
に
お
い
て
税
務
研
修
会
を
開
催
し
、

合
わ
せ
て
延
べ
六
十
一
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
糸
魚
川
税
務
署
上
席
国

税
調
査
官
の
伊
藤
徳
道
氏
が
講
師
を
務

め
、
源
泉
徴
収
に
関
す
る
説
明
や
平
成
三

十
年
度
税
制
改
正
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
に
関
す
る
公
開
講
演
会
開
催

糸
魚
川
市
地
元
消
費

促
進
協
議
会（
市
・
県
・

商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

消
費
者
協
会
・
連
合
区

長
会
・
関
係
事
業
団
体

な
ど
で
構
成
）に
お
い

て
、
地
域
循
環
型
経
済

を
目
指
し
て
、
地
元
消

費
、
地
元
購
買
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、「
地
元
消

費
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
て
、

P
R
に
努
め
て
い
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
：
地
元
消

費
促
進
協
議
会
事
務
局

（
糸
魚
川
信
用
組
合
　

☎
五
五
二
―
九
八
八
〇
）

地
元
消
費
で

地
域
を
応
援

が
ん
治
療
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、「
が
ん
は
も

う
怖
く
な
い
〜
こ
こ
ま
で
来
た
最
先
端
技
術
〜
」
と
題
し
て
、
医
学

博
士
の
植
田
美
津
江
氏
（
医

学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
を
お

招
き
し
て
、
二
月
十
四
日
に

ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お
い
て
、

公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。今

回
は
、
生
命
保
険
会
社

の
ア
フ
ラ
ッ
ク
と
共
催
で
行

い
、
一
般
の
方
も
合
わ
せ
て

五
十
名
の
参
加
者
は
、
最
新

の
が
ん
治
療
の
状
況
を
知
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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各支部活動報告各支部活動報告

支部長
佐藤　元春

糸
魚
川
支
部

支部長
永江　善昭

能
生
支
部

青
海
支
部

支部長
大貫　慶一

講師 水澤氏（左）、新保氏（右）

四
月
二
十
三
日
、

ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お

い
て
、
糸
魚
川
支
部

総
会
を
開
催
し
、

提
出
し
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェス
タ
実
行
委

員
会
代
表
の
柄
木
孝
志
氏
に
よ
る「
ご
当
地
グ
ル
メ
の
未

来
と
あ
り
方
〜
とっ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フェス
タ
が
目
指
す
も

の
〜
」と
題
し
た
一
般
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

鳥
取
の
地
に
ほ
れ
込
み
、
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
日
本
一を

決
め
る
グ
ル
メ
イ
ベン
ト
を
二
〇
一
〇
年
か
ら
毎
年
鳥
取

県
の
大
山
の
麓
で
開
催
し
、一過
性
の
イ
ベン
ト
と
な
ら
な

い
商
売
に
つ
な
が
る
本
物
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
て
い
る

柄
木
氏
の
強
い
行
動
力
が
伝
わって
く
る
よ
う
で
し
た
。

人
と
人
と
の
対
話
の
中
で
、絆
や
交
流
が
生
ま
れ
、「
ヒ

ト
」が
主
役
の
事
業
へ
と
発
展
し
て
い
く
取
り
組
み
に
、

一
般
参
加
者
を
含

め
約
六
十
名
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

四
月
二
十
日
、

能
生
商
工
会
館
に

お
い
て
能
生
支
部

通
常
総
会
を
開
催

し
、
提
出
し
た
議

案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
新
潟
県
糸
魚
川
地
域
振
興
局

長
の
浦
部
清
和
氏
を
講
師
に「
糸
魚
川
地
域
の
観

光
振
興
と
展
望
」と
題
し
、
一
般
公
開
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
の
心
で
お
客
さ
ま
に
接
し
、
気
持

ち
よ
く
お
金
を
地
元
に
落
と
し
て
い
た
だ
き
、
何

度
も
来
て
い
た
だ
く
観
光
を
や
り
き
る
覚
悟
と
行

動
力
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
き
分
か
り
や
す

く
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
十
七
日
、

青
海
町
商
工
会
館

に
お
い
て
青
海
支

部
の
通
常
総
会
を

開
催
し
、
提
出
し

た
議
案
は
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
糸
魚
川
保
健
所
地
域
保
健
課
の

新
保
課
長
代
理
と
市
役
所
健
康
増
進
課
の
水
澤
主
査

を
講
師
に「
糸
魚
川
地
域
の
働
き
盛
り
世
代
への
生
活

習
慣
病
予
防
対
策
」と
題
し
、
一
般
公
開
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
お
二
人
か
ら
は
、
昼
間
の
血
圧
が
正

常
で
も
、
早
朝
に
血
圧
が
高
く
な
る「
仮
面
高
血
圧
」

は
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定
で
分
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

醤
油
ラ
ー
メ
ン
の
汁
を
半
分
残
す
こ
と
で
、
塩
分
摂
取

量
は
三
割
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
有
所
見
項
目

の
改
善
は
、
安
全
な
労
働
と
重
篤
な
疾
病
の
予
防
に
つ

な
が
る
の
で
、
健
康
診
断
を
有
効
活
用
し
て
欲
し
い
こ

と
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

講師 浦部 清和氏

講師 柄木 孝志氏
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今
年
度
の
青
年
部
活
動
の
メ
イ
ン

事
業
と
し
て
、
県
内
各
単
位
会
よ
り

青
年
部
会
員
が
一
同
に
会
す
る「
青

年
部
会
連
絡
協
議
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
」

を
、
ご
当
地〝
糸
魚
川
〞に
て
主
管
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
お
越
し
頂
い
た
他

地
区
会
員
と
の
交
流
、
親
睦
を
深
め

る
と
共
に
、
一
昨
年
に
発
災
し
た
大

火
に
際
し
頂
戴
し
た
ご
厚
志
への
恩
返

し
の
想
い
を
込
め
て
、
ご
当
地〝
糸
魚

川
〞の
魅
力
を
たっぷ
り
と
味
わって
頂

け
る
準
備
を
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て

誠
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
租
税
教
室
に
お
い
て
は
、『
税

は
誰
か
を
大
切
に
想
う
気
持
ち
＝
思

い
や
り
』と
い
う
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち

か
ら
、
よ
り
楽
し
く
、
分
か
り
や
す

く〝
税
の
大
切
さ
〞を
学
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
研
修
会
等
を
通
じ
て
授

業
ス
タ
イ
ル
の
レベル
アップ
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

お
陰
様
で
再
来
年
に
は
、
青
年
部

発
足
三
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
更
な
る
仲
間
づ
く
り
、

会
員
拡
大
増
強
に
も
注
力
し
て
い
き

ま
す
の
で「
あ
の
子
青
年
部
に
入
っ
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
」「
う
ち
の
社
員
も
勉

強
さ
せ
た
い
な
」な
ど
と
いっ
た
会
員

の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
寄
せ
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。

青
年
部
会

ご
あ
い
さ
つ

部長
藤巻　道隆

西
山

　才
康

第
六
回
総
会
及
び

税
務
署
長
講
話

五
月
七
日
、
黒
姫
会
館
に
お
い

て
、第
六
回
定
時
総
会
を
開
催
し
、

十
七
名（
ほ
か
に
委
任
状
十
二
名
）

の
参
加
に
よ
り
す
べ
て
の
議
案
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
合
わ
せ
て
、
糸

魚
川
税
務
署
の
宮
澤
正
子
署
長
か

ら「
税
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
〜
裁
判
例

と
不
服
申
立
制
度
」に
つ
い
て
実
例

を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
連
合
同
セ
ミ
ナ
ー

糸
魚
川
開
催
！

研
修
会・部
員

歓
送
迎
会

三
月
二
十
日
、
月
徳
飯
店
に

お
い
て
、
今
年
度
限
り
で
青
年

部
会
を
卒
業
す
る
髙
瀬
昌
洋

氏
を
講
師
と
し
て
、「
青
年
部
会

と
わ
た
し
〜
租
税
教
室
の
思
い

出
〜
」と
題
し
た
青
年
部
会
の

研
修
会
を
開
催
し
、
十
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
の
後
、
十
四
名
が
参

加
し
て
今
年
度
卒
業
す
る
三
名

の
部
員
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
に

感
謝
し
て
送
別
の
会
を
行
い
ま

し
た
。

東
京
上
野
税
務
署
研
修

二
月
二
十
三
〜
二
十
四
日
に
、

青
年
部
会
十
二
名
で
東
京
上
野

税
務
署
へ
研
修
旅
行
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

当
日
は
東
京
方
面
も
気
温
が

低
く
、
北
陸
と
は
違
っ
た
寒
さ

を
感
じ
な
が
ら
上
野
税
務
署
へ

向
か
い
ま
し
た
。

税
務
署
に
到
着
し
、
担
当
の

方
か
ら
案
内
し
て
頂
い
た
場
所

が「
タ
ッ
ク
ス
☆
ス
ペ
ー
ス
Ｕ
Ｅ
Ｎ

Ｏ
」と
言
っ
て
平
成
十
五
年
六
月

に
、
全
国
で
唯
一の
租
税
教
育

施
設
と
し
て
上
野
税
務
署
内
に

開
設
し
た
そ
う
で
す
。

主
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
体
験

学
習
が
メ
イ
ン
で
、
私
達
も
実

際
に
税
金
を
使
っ
て
自
分
の
街

を
作
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
し
ま
し
た
。
会
員
の
中
に
は

夢
中
に
な
り
過
ぎ
自
分
が
作
っ

た
街
が
気
に
入
ら
ず
、
何
度
も

一
か
ら
作
り
直
す
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

他
に
は
、
札
束
で
一
億
円
分

の
模
型
が
あ
り
重
さ
や
束
の
量

を
見
た
り
触
っ
た
り
出
来
る
ス

ペ
ー
ス
や
、
小
学
生
が
来
た
と

き
に
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
と

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
手
作
り
し
た

縁
日
感
覚
の
ゲ
ー
ム
な
ど
も
あ

り
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
誰
が

来
て
も
解
り
や
す
く
税
の
学
習

が
行
え
る
素
晴
ら
し
い
施
設
だ

と
思
い
ま
し
た
。

今
回
こ
の
研
修
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
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皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
女
性
部

会
の
活
動
に
ご
協
力
と
ご
指
導
を
頂

き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
火
か
ら
一
年
半
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
大
火
前
よ
り
安

心
、
安
全
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
づ

く
り
が
一
歩
、
一
歩
と
前
に
進
み

だ
し
、
一
日
も
早
い
完
成
が
ま
た

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
女
性
部
会
の
活
動
は
、

例
年
同
様
に「
税
に
関
す
る
週
間
」

で
は
税
務
署
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂

き
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」も
行
い
優
秀
作
品

に
は
賞
状
な
ど
を
お
あ
げ
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
女
性
部

会
の
活
動（
研
修
会
・
懇
親
会
な

ど
）を
通
じ
、
楽
し
み
な
が
ら
勉
強

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

女
性
部
会

ご
あ
い
さ
つ

部長
本山　咲子

第
六
回
総
会
及
び

税
務
署
長
講
話

四
月
十
三
日
、
黒
姫
会
館
に

お
い
て
、
第
六
回
定
時
総
会
を

開
催
し
、
十
二
名（
ほ
か
に
委

任
状
十
八
名
）の
参
加
に
よ
り
、

す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
合
わ
せ
て
、

糸
魚
川
税
務
署
の
宮
澤
正
子
署

長
か
ら「
税
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
〜

裁
判
例
と
不
服
申
立
制
度
」と

題
し
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
馬

券
払
戻
金
の
所
得
区
分
と
必
要

経
費
の
考
え
方
な
ど
い
く
つ
か
の

実
例
を
示
し
な
が
ら
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会員企業の皆様

（記入例）

 

況
状
の
等
合
組
入
加（役職名）

（公社）糸魚川法人会

法人会の会員であることを
ご記入ください。

1.

「社内監査」欄には、
各種チェックシート
等を活用した社内監
査実施の有無を記入
します。

「法人会 自主点検チェックシート」を活用し、
社内点検を実施した場合には、下記のように
記入してください。

⑸

査
監
内
社 実施の有無 有 無
（　 　）

チェ法人会 自主点検 ックシートを活用していますか？
自主点検チェックシートを活用した場合には、「法人事業概況説明書」に（法人会 自主点検チェックシート）と記入することができます。

自主点検チェックシートは、法人会ホームページ「自主点検チェックシート」のコーナーから
ダウンロードできます。また、同コーナーでは、使い方などをわかりやすく解説した「法人
会 自主点検チェックシートのススメ」を配信していますので、是非ご活用ください。

平成30年４月１日以後終了
事業年度分より「法人事業
概況説明書」の様式が改訂
され、〈表面〉に８．（５）「社
内監査」欄が新たに設けら
れました。

2.
また、「法人事業概況説明
書」〈裏面〉17．「加入組合
等の状況」の欄には、法人
会の会員である旨および
法人会での役職名を記入
することができます。

※上記「１」「２」ともe-taxを
利用した場合でも入力す
ることができます。

法人会 自主点検チェックシート（国税庁後援）は、企業自らが自主的に点検することにより、
税務コンプライアンスの向上や、自社の成長、ひいては税務リスクの軽減に役立つものです。

まだ自主点検チェックシートに取り組まれていない経営者の皆様も、是非一度お試しください。
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皆
様
に
は
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、
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力
と
ご
指
導
を
頂
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心
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申
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げ
ま
す
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大
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一
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が
過
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安
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に
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三
日
、
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に
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第
六
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時
総
会
を
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し
、
十
二
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ほ
か
に
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任
状
十
八
名
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参
加
に
よ
り
、

す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
承

認
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れ
ま
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た
。

ま
た
、
総
会
に
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せ
て
、

糸
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の
宮
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